
2020年度　経済学部　授業改善アンケート　集計結果　（科目区分別） NO

1 2 3 4 5 6 7

(1) 5.5 100 97 198 693 1346 2598 1171

(2) 5.0 218 260 527 898 1568 1727 1005

（3） 5.1 145 201 415 771 1999 1810 862

（4） 5.4 132 149 302 651 1684 2000 1285

(5) 5.3 178 202 375 739 1446 1935 1328

(6) 5.3 187 179 376 873 1326 1777 1485

(7) 4.3 38 59 164 4311 1117 370 144

(8) 4.9 261 235 516 1360 1450 1523 858

(9) 5.5 160 165 279 651 1305 2045 1598

(10) 6.6 144 25 48 86 202 492 5206

(11) 2.6 697 2355 2110 728 181 52 80

(12) 4.3 47 78 190 4232 973 395 288

4 (13) 5.2 158 180 411 891 1518 2012 1033

5.2

(15) 54 15 19 24 3 2 4

(16) 15 2 5 14 1 2 2

(17) 19 5 0 16 2 1 6

※「平均点」は回答番号を右記のように点数化して算出してあります。　　”７”→７点　”６”→６点　”５”→５点　”４”→４点　”３”→３点　”２”→２点　”１”→１点

　　欠損値（未回答、複数回答、１～７以外の数字）は算出基礎から除いてあります。

※欠損値は回答者数内訳から除いてあります。

回答数 6203 24%

平均

25346 回答割合履修者数

回答者内数
質問項目

科目区分 １．講義

学生が能動的に取り組みたくなるような授業であった

１．　授業について

1

講義要項に示されていた学習目標や内容と合致していた

教員からの質問

この授業の進行速度について

この授業に対する出席率（双方向型以外は課題や小テストの提出を出席とみなす）について

４．総評

この授業に対する総合的な満足度について

上記（１）～（９）,（１３）の平均　※（７）除く

5

教員からの質問

この授業の内容を理解し、習得できた

教科書や配布・提示資料（パワーポイント・ビデオ等）は授業内容の理解に役に立った

担当教員は学生が集中力を維持できるよう、授業運営上の工夫をしていた

この授業によって、新しい知識の習得、または、自身の能力の高まりや成長につながった

課題（宿題、レポートの提出、予習・復習など）の量について

教員からの質問

２．担当教員について

2

担当教員の授業に関する指示は適切で、理解しやすいものだった

３．履修者（学生自身）について

3 1回の授業に対する予習・復習の平均時間について

担当教員は学生からの質問の対応や課題に対するフィーバックなどを積極的に行っていた
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